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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜実習関係＞

・PSW実習：8/5～8/20　実習あり。
　＜第4回院内研修＞
　日　時：8月18日（火）・19日（水）17:30～18:30
　場　所：メンタル4階メモリアルホール
　テーマ：｢精神保健福祉法(行動制限)｣
　講　師：大川　祥子PSW
　※出席の際はマスクを着用し、席の間隔を前後左右であけ着席するようにしてください

＜昇格試験＞
１ 試験日程：８月２６日(水)２７日(木)２８日(金)　
２ 場所： メンタル４階メモリアルホール　【八戸会場】
※試験会場は使用状況にて変更になる場合があります。　あらかじめご了承ください。
３ 試験時間：１７：３０～１８：３０
４ 申込期限：８月３日（月）～８月１０日（月）１７：００
５ 対象職員：中級・上級受験資格者
６ 申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒昇格試験申込
＜看護グループ内研修＞

日　時：8月20日（木）　16：30～17：00

場　所：病院2階　会議室

テーマ：リーダーシップ

対　象：中級者、上級者（対象者以外の方も参加できます）

講　師：藤原SGM
日　時：8月27日（木）　17：15～17：45

場　所：病院2階　会議室

テーマ:認知症疾患医療センターの役割

対　象：全スタッフ

講　師：赤坂SGM、大川PSW

＜防災委員会より＞
・8/21（金）青陽館避難訓練予定。

＜祝日プログラム＞
・お盆　　　　　　8/13（木）スイカ割り
　　　　　　　　　8/14（金）変わり種かき氷

＜書類等の作成及び点検について＞

『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
・日向端　庸男様　　　・馬場　勝美様　　・小田　タネ様　　・七戸　康徳様　　　
・山地　広人様　　・高山　英佐様　　・松橋　駿様　　・田邊　廣二様
・田端　希依子様

上記利用者様の担当スタッフは評価を行い、電子カルテにアップロードすること。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢
　※７月のカルテ・日誌チェックは7日までにしてください。

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア
・繁名　和恵様～青風荘より情報提供あり。昨日夕食後、頭痛を訴え、ポンタールカプセル服用している。その後は、不調の訴えなく経過。また、本日午前6時頃、幻聴の訴えが強くリスペリドン内用液を服用している。来所後、午前中は表情穏やかに過ごし祝日プログラムに参加していたが、13時頃、再度幻聴やイライラ感を訴えジアゼパム錠を服用し生活指導室にて休息を取っている。

デイナイトケア
特記事項なし。
ショートケア

特記事項無し。
カンファレンスシート（繁名　和恵様）　
実施日：2020年8月12日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：久保
検討内容　計画・目標の評価

	氏名
	繁名　和恵
	性別
	女
	年齢
	56
	生年月日
	S39年1月1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	慢性腎炎、糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人関係技能の向上

作業遂行能力の維持・向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	幻聴はあるが、出来れば休まずに利用したい。

入院しないで青風荘で生活を続けたい。

	家族希望
	現在の生活を維持する

	入院歴
	最終入院歴　：　2019年9月28日　～2019年10月12日

	通所歴
	デイケア　　　：平成19年4月2日～現在　　（週4回/月・火・水・金）
デイナイトケア：2020年7月20日～　現在

	その他サービス利用
	なし。

	住居：青風荘入居中
	家族構成：両親ともに他界。市内に住んでいる二姉（君枝様）が保護者である。三姉も同じく統合失調症を患い入退院を繰り返している。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	重度心身障害者医療費助成制度利用中
	国民健康保険


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、青風荘での生活を続ける。
	①疾病管理を行うことが出来る。
	①不調を感じた際に適切な対処が出来る。
	身体的不調か精神的不調か不調を感じる所を具体的に聞き、不調を的確に表現出来るように関わっていく。

	
	②規則正しい生活を送る。
	②デイナイトケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	安定した生活リズムを保ち、デイナイトケアを利用できるよう自己管理が出来るように関わっていく。スタッフは生活状況を確認し、現状を振り返れるように一緒に考えていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	●幻聴、体感幻覚（「目ん玉から肝臓が出てくる」「頭から頭蓋骨の臭いがする」）の訴えは続いているが、徐々に減少している様子。自身で不調を感じた際にはスタッフに、すぐに報告しており、対処法を確認することも出来ている。スタッフの提案した対処法にも応じている。
●以前、頓服薬を服用する際、イライラ時にカロナール錠を服用したり、30分後に別の頓服薬を服用する等、服薬管理が曖昧な行動が見られていた。現在デイナイトケアでも、頓服薬は継続して自己管理となっている。服用する際はスタッフへ都度伝えており、現状では誤薬は見られていない。

●腹部や排便に関する訴えが多く、それらに対し飲水や食事を摂ることで緩和させるという行動が見られていた。デイナイトケアでは、コップは本人管理としているが、過度な飲水行為はなく、都度スタッフへ飲水量を大まかではあるが報告出来ている。
	●現状として、不調があった際には、自分の感じていることを言葉として表すことが出来ている。そのため、スタッフもその内容から身体的なのか精神的な不調なのか判断がつく為、本人様には今後も不調があった際には、適宜話すよう伝えていく。
●飲水などを自制できなかった点について、本人も悩んでいた様子。本人より不安や悩みを訴えてきた際には傾聴していく。デイナイトケアでの飲水量に注意し、定期的に体調確認を行っていく。

	②デイナイトケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	●デイケア利用時は、幻聴や腹痛による欠席が多く、来所しても静養室の利用が目立っていた。デイナイトケア開始以降、体調不良による欠席はなく、静養室利用の時間・頻度も減っている。
	●静養室利用の希望が聞かれた際には、どのような不調があり原因は何かを自身なりに
話してもらうよう声掛けをする。また、対処法なども都度振り返りをしていく。

	●各プログラムには拒否なく参加している。デイケア利用時と比較し、通所移動中の負担が軽減されたためか膝痛を訴えることも少なくなっている。他利用者様にも積極的に話しかけ、交流を持っている。自主活動では、生活指導室に臥床し休息を取っている。


【今後の対応】
現在の目標を継続し、介入していく。

